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明
治
か
ら
大
正
、
昭
和
の
各

時
代
、
温
泉
と
炭
鉱
の
駅
と
し

て
、
多
く
の
歴
史
を
見
続
け
て

き
た
湯
本
駅
舎
。
こ
の
建
物
が

二
代
目
駅
舎
と
し
て
完
成
し
た

の
は
、
開
業
か
ら
四
十
年
を
経

た
昭
和
十
一
（
一
九
三
六
）
年

四
月
の
こ
と
で
し
た
。

　
そ
の
二
代
目
も
、
い
わ
き
市

合
併
を
迎
え
る
頃
に
は
三
十
年

を
経
過
し
て
い
ま
し
た
。
昭
和

三
十
年
代
か
ら
始
ま
っ
た
レ

ジ
ャ
ー
の
普
及
、
こ
れ
に
伴
う

旅
客
輸
送
の
増
加
に
よ
り
、
湯

本
温
泉
の
玄
関
口
と
な
る
湯
本

駅
の
旅
客
数
も
増
え
て
い
き
ま

し
た
。
加
え
て
、
昭
和
四
十
一

（
一
九
六
六
）
年
一
月
に
は
、

常
磐
ハ
ワ
イ
ア
ン
セ
ン
タ
ー

（
現
ス
パ
リ
ゾ
ー
ト
ハ
ワ
イ
ア

ン
ズ
）
が
開
業
し
て
、
団
体
客

も
増
え
、
駅
舎
の
改
築
は
必
至

と
な
り
ま
し
た
。

　
新
装
駅
舎
は
昭
和
四
十
二

（
一
九
六
七
）
年
三
月
の
こ
と
。

　
し
か
し
、
こ
の
駅
舎
も
半
世

紀
を
経
て
老
朽
化
が
進
ん
だ
こ

と
か
ら
、
平
成
二
十
七
（
二
○

一
五
）
年
三
月
に
、
温
泉
資
源

を
活
用
し
た
暖
房
装
置
や
足
湯

の
導
入
に
加
え
、
環
境
に
配
慮

し
た
駅
舎
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
さ
れ
ま
し
た
。

（
い
わ
き
地
域
学
會

　
　
　
　
　
　
　
小
宅
幸
一
）

※

い
わ
き
市
内
の
昔
の
写
真
を

　
お
持
ち
で
、
提
供
い
た
だ
け

　
る
方
は
、
ふ
る
さ
と
発
信
課

　
（
☎
22
・
７
５
０
３
）
ま
で

　
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
い
わ
き
市
は
来
年
十
月
に
、
市
制
施

行
五
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。
本
市
の
こ

れ
ま
で
の
歩
み
を
、
市
内
各
所
の
過
去

と
現
在
の
写
真
を
比
較
し
、
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
交
え
な
が
ら
振
り
返
り
ま
す
。

２代目の湯本駅舎（昭和40（1965）年12月、いわき市所蔵）

３月にリニューアルオープンとなった現在の湯本駅舎

湯
本
駅

測定時刻：10時
単　　位：マイクロシーベルト／時
出　　典：原子力規制委員会ホーム
　　　　　ページより

※過去における測定値、平成22年度の市内の状況については、0.04～0.07マイクロシーベルト／時で推移していました。（福島県ホームページより）

５月19日㈫の市役所本庁舎、各支所・市民サービスセンターでの放射線量測定値
庁舎・支所 小名浜 勿来 常磐 内郷 四倉 遠野 小川 好間 三和 田人 川前平（本庁） 久之浜・大久

地上１m 0.101 0.038

市民サービスセンター 豊間
地上１m 0.107

泉
0.055

中央台
0.073

0.043 0.059 0.048 0.054 0.055 0.057 0.056 0.081 0.069 0.068 0.127

放射線に関する問い合わせ窓口（県設置窓口）☎0120－988－359　平日：８時30分～18時30分　土日祝：８時30分～16時

水道水の放射性
物質の測定結果

水道局では、市内全 12 浄水場の水道水を週３回（遠野地区の３浄水場は週１回）検査しています。現在の検査結果は、放射性ヨウ素・
放射性セシウムとも、 全て不検出（１ベクレル /㎏未満）であり、安心して飲んでいただけます。

モニタリングポストは、マイクログレイ／時で測定されていますが、
本表では１マイクログレイ／時＝１マイクロシーベルト／時と換算
して表示しています。
※久之浜・大久支所は、改築工事のため、当面、久之浜西公園での
　測定値を掲載します。
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し
て
、
ま
ち
な
か
の
活
性
化
の
た
め
の
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
最
近
で
は
、
ま
ち
を
花
や
緑
で
彩
り
、

ま
ち
に
来
ら
れ
る
皆
様
の
心
を
明
る
く
し

た
い
と
の
思
い
か
ら
、
各
施
設
に
プ
ラ
ン

タ
ー
を
設
置
し
、
花
を
飾
る
「
ま
ち
な
か

花
い
っ
ぱ
い
運
動
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
今
後
の
目
標
・
抱
負
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

　
今
回
、
ふ
く
し
ま
Ｄ
Ｃ
に
参
加
し
た
こ

と
で
、
磐
城
平
城
本
丸
跡
地
の
活
用
に
つ

い
て
、
一
つ
の
き
っ
か
け
づ
く
り
が
で
き

た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
ま
ち
な
か
の
活
性
化
の
た
め

に
、
今
で
き
る
こ
と
を
積
み
重
ね
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
磐
城
平
城
本
丸
跡
地
の
無
料
開
園
は
、

六
月
の
土
・
日
曜
日
も
実
施
し
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

会
議
を
行
い
、
十
二
月
か
ら
整
備
を
開
始

し
ま
し
た
。

　
準
備
期
間
が
非
常
に
短
く
、
公
開
の
前

日
ま
で
工
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

ど
う
に
か
間
に
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

Ｑ
　
市
民
の
皆
さ
ん
の
反
応
は
ど
の
よ
う

な
も
の
で
す
か
。

　
反
響
の
大
き
さ
に
大
変
驚
い
て
い
ま
す
。

四
月
一
日
に
公
開
が
始
ま
っ
て
か
ら
ひ
と

月
ほ
ど
で
、
一
万
人
を
超
え
る
来
場
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
も
、

多
く
の
皆
さ
ん
に
お
越
し
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
特
に
、
歴
史
研
究
家
に
よ
る
本
丸

跡
地
ガ
イ
ド
に
は
、
一
度
に
平
均
四
十
人

の
参
加
が
あ
り
、
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
磐
城
平
城
本
丸
跡
地
の
公
開
の
ほ
か
、

実
施
し
て
い
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
地
区
内
の
大
型
商
業
施
設
三
社
と
連
携

Ｑ
　
磐
城
平
城
本
丸
跡
地
の
無
料
開
園
を

実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
、

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
磐
城
平
城
跡
地
や
そ
の
歴
史
な
ど
を
活

用
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
て
い
こ

う
と
い
う
考
え
は
、
以
前
よ
り
計
画
さ
れ

て
お
り
、
当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
、

活
用
方
法
の
検
討
を
進
め
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
十
月
に
、
ふ
く

し
ま
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
（
ふ
く
し
ま
Ｄ
Ｃ
）
に
、
磐
城
平
城
本

丸
跡
地
を
活
用
で
き
な
い
か
と
の
相
談
を

受
け
、
観
光
の
面
だ
け
で
な
く
、
今
後
の

活
用
を
考
え
る
上
で
も
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
磐
城
平
城
を
知
っ
て
い
た
だ
く
良
い

き
っ
か
け
に
な
る
と
考
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
土
地
の
所
有
者
も
「
市
民
の
財

産
で
も
あ
る
磐
城
平
城
跡
地
を
、
ぜ
ひ
皆

さ
ん
に
公
開
し
た
い
」
と
快
く
了
承
し
て

い
た
だ
い
た
こ
と
か
ら
、
公
開
に
向
け
た

市民のひろば
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市民のひろば ～明るく 元気な いわき市を目指して～

　今月号は、ふくしまデスティネーションキャンペーンで、磐
城平城本丸跡地の無料開園を実施している「平まちなか復興ま
ちづくり計画推進プロジェクトチーム」マネージャーの武田友
紀さんに、磐城平城本丸跡地の活用やまちなかの活性化に向け
た取り組みについて、インタビューした内容をお伝えします。

武田友紀さん（平まちなか復興まちづ
くり計画推進プロジェクトチームマ
ネージャー）

多くの来場者で賑わう磐城平城本丸跡地

まちなか花いっぱい運動

にぎ


